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看護学科1 80人 210人1 177人 93人｜
亙言哲学科140 322す l 45 
｜理学療法学科 20 132 114 
五孟蚕法学科 20 ggl 82 
20 
25 




















































































































開館時間 月曜日～金眼目 9 : 30～16 : 30 
土曜日 9 : 30～12 00 
（入館は閉館30分前まで ・日祝日は休館）















































































染料用植物 Rothmanniawhitlieldii (Lindi.) 
Dandy （アカネ科）
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新採用験日研修 4/ltz J省？新採用験日 43 30 73 国立若狭湾少年白然の家
主任研修（第1回） 内3J館主任（他機関を含む） 問）国（1）附）関西地区大学セミナーハウヌ、
， 11/13～11/16 （第2回） (4日間） ， 28(6) 19 47(6）国立的爾少年 n然の家
監督者（係長級）研修 10/ ~3~白？ 係長（他俄闘を含む） 24(7) 8(1）削）段’-r~ f.'1 µ付属水産 ＇.）~ 験所





(3同間） // 64 
6/12～ 6/14 4Jj: 務系 i倣 l 33 
(3日間） （係用後3年～5年）
8/27～ 8/29 グ
(3日間） （採用後5iJ三～lO~p) 39 
8 62 附属図 3 釘~. J1!, 1'1－セ
6 70 ， 
22 55 京 大会 世rt:
21 60 ， 
， 10/16～10/18 グ（第4阿） (3日間） （採m後10年以上） 48 24 72 // 
実務研修（施設系） 1円3~儲施設系技術職 R 9 9 経済乍 mi特万I]1i11i義宣
語学研修（英語・初級） 10/2~説省？事務系職口 6 14 20 附悶－，I｝館，叫滞 LL 




引＜＞•11 ＂＇＇~＂＇11• ＜＞＇”・D’II 『．中‘＇＂』0«11• ’申‘，，’＂白’仰中目II ’＇0”II’〈〉’II
；く随想＞ tド製作所内に開設された「レン卜ゲン講習所」 6 
に端を発し，今のところも ，診療放射線技術学き
2 天神山の麓から 科だけで，放射線技師の養成に当っている。 ！ 
2 名誉教授 花岡 正男 「短大のキャンパスは，園部盆地を取囲む山！
0 の一つ，天神山麓にあ り，生前から菅公を組っ 2 
~ 退官になった気楽さもあ ノ戸「＼ たとし、う生身天満宮と背中合せに，新装なった b
x り，一昨年夏，まだ壁が鈴え 勾’偽＼ 園部駅を見下している。キャンパス内を猿が走 i
Zていた西ベルリンでの同際免 I a邑撮 ったとも聞き，雪が積れば狸の足跡がみられ 3
2疫学会議のあと，南下して， ．・Ir! る。鳥の崎戸だけは， 四季絶えることはない。 ； 
i北イタリアのパト。ヴァに普く し凋臥 環境はよいが，ここで4年制の同じ学科の大学 ！
。 いた。ローマ時代からの硝接 電E’ヘ4す と匹敵する教養，医学，工学にわたる内容を 3 ~ 
iに凹まれた刷ミな大学tlJfこや 、 ，IV /,re:闘で教えようというのであるから，先生も学 i
iってきたのは，スタロヴェニ 生も大変である。 0 
¥ tLfl：世のrot画をみるためでもあった。素朴で硯 現在，コンピュータを組みこんだ大型機器が 2
2い乍使いのなかにも，鋭くまたは柔かく ，それ 示す画像で，体内の同所をみながら，病気の診 き
？ ぞれの視線を交しあう人物像が印象的な，聖母 11~r と治療をすることが脚光を浴びている。造影 2
5とキリストの一代記（土， 門外出の心を打つもの 剤で浮び上った休の一部の血管網を立体像へ変 f
iがあった ジ十 y トがこの壁画を描いた80年余 換したり，動脈か1鰍 の一方を消してしまう， 2 
0 り前の1222年，l!IJの中心部に，パドゥー7大学が さらには，血管内造影剤の流れを刻々記憶さ ？
~ IJfj,没された。その区域は，今も大学木部などに せ，動画を作りだす。これをみれば，どこでど 5
~ {;l'.わJしているo －，＝甘い｛＇j・まいを今に残し，列柱が の程度血流が悪くなっているか，一目瞭然、であ f
i波ぶ二l'iiの回廊をめくらせた建物がコルテを困 る。そのところへ皮膚に近い太い動 ・静脈か ；
qむ一平Iに，学生が往きかっていた。夜，涼を求 ら，細い管をくぐらせ，血管がつまっていれば，Z
iめて再び行ってみると，そのコルテで前奏会が 風船で弘げてしまう。そこに，限局された描病 i
0 fU；さ九古い建物と炊石にひびく ・rt色を聞きな 巣があれば，すぐ近くの動脈まで管をくりこん i
iがら，日本の大学では，なかなかこんなムード で，その部分を閉塞して血流を絶っか，薬剤を 5
3は山せないと思ったものである。 集中的に送りこんで，癌細胞を退治する。造影 1
2 この木部のなかに，159,1-rに店てられた桝lj 剤やX線を伎わなくても， 水分子の分布の）Q¥,' ~ 
Q ~'f:-の講堂も残っており，民体解剖が示説された を読みとる，核磁気共鳴映像法でみれば，j脳採 2
6面影を今に伝えている。パドウ、7大学を訪れた 内の構造の変化や血流の異常も，やはり動画に i
iゲーテは，「イタリア紀行」のなかで，大学の してブラウン管に映し出せる。どの方法をとる i




i親ヴェザリ M が講義をしこの狭い大学で， かな病理医でも，確信ある診断ができないのと i
jガリレオが名講義で学生を惹きつけ，コペルニ 同じである。この医師と放射線技師とが呼吸を f
x クスや血液循環生理学のハーヴェイら，欧州各 合せて診断 ・治療に当る方法の基礎と応用を究 b
~ J也からの俊英が学ひ。育った。 めるのが，京都大学の気風から最も嫌われる意 I
~ この古く狭いノミドヴァ大学の話を，昨年の入 l床の単語を冠した， interventional radiology ~ 
2 ~'f:-式で新入生に話したが，それにおとらずこじ で，適当な訳語もない。しかし，気楽者の多い Z
Jんまりとした「京都医球技術短大」をあづかっ わが短大で、は，学生を鍛えあげるのに，彼らに l
iて2年たった。国立大の附置研究所から，私.，.L どう「介入」してゆくか， 頭のいたいところで 1
1で教育が専らの短大へと，迎うことが多すぎて， ある。 （はなおか まさお 元ウイルス研究所 。
i戸惑いながらも ，退官の翌日から何とかしのい 長平成元年退官専門は血液病理学，免疫病1 ~ 
1 できた。この短大は， I｛手｜！の始まりと共に，島 胞学） － 
~ull•－¢＞帥0・0同
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ダ ン テ の胸像
髭の毛と髭は濃く ，ちぢれていて，いつも不機
嫌な物思いにふけるような顔つきであった」。
さて，今度ご寄贈し、ただし、たダンテの像は，
威風堂々とした中年の哲人といった面影があ
る。今世紀初頭の彫刻家の手になる作かと思わ
れる。おそらく大賀氏が昭和の初期に渡欧され
た時，求められたものであろう。大賀氏は一生を
ダンテ研究に捧げられ，多年にわたりダンテ関
係の文献収集に努められた。その貴重なコレク
ションが，本学の誇りと
する「1Ui光文庫」にほか
岩倉具忠
（本学附属図書館所蔵）
している。ダンテよ りほぼ五十歳年少のボッカ
ッチョは，この尊敬してやまぬ同郷の詩人の風
貌をこんなふうに捉えている。「顔は面長で，鼻
は鷲鼻，限は大きめで，頬骨が張り，唇は下唇
が出て受け口であった。顔の色は褐色で，黒い
ならなし、。ダンテ研究に
携わるものはこの文庫か
ら大思をこうむっている。
同氏の畏友であり， 『や1
1!1』（お波文時）の訳者
である 山川内三郎は，そ
の「おくがき」で次のよう
に述べている。 「大賀芳古
氏の逝去は我国に於ける〆
ンテ研究途上の一大損失で
あった。〆ンテに対する氏
の熱愛とその真撃な態度と
は誠に稀にみる所であっ
て，］」見は誹凶に立ち，或は
文筆を馳せ，書店を開放
し，或はまた後進の学徒を
集めて『神曲』を講じ，孜
孜として斯学の興隆に力めた」。
この胸像は，いま附属図書館4階の応接室に
安置され，ひっそりと「旭光文庫」を見守って
いる。
（し、わくら ともただ文学部教授）
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